
9
月

１
日

火

愛
荘
町
の
秦
荘
中
学
部
員
死

亡
事
故
で
、
遺
族
が

顧
問
に
民

事
の
責
任
を

と
最
高
裁
に
向
け

署
名
活
動
。

１
日

月

第
三
者
機
関

滋
賀
県
学
校

い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会

第
２

回
会
合
。
県
教
委
、
一
学
期
に
認

知
し
た
い
じ
め
件
数
を
報
告
、
小

学
校
２
１
４
件
、
中
学
校
１
４
５

件
、
高
校
や
特
別
支
援
学
校
等
29

件
で
あ
わ
せ
て
38
件
増
。

３
日

水

県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
は

県
競
技
力
向
上
基
本
計
画
に
関
す

る
答
申
書
を
県
教
委
に
提
出
。
東

京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
や
24
年
滋
賀
国

体
に
向
け
た
計
画
や
目
標
を
示
し

た
。

６
日

土

滋
賀
の
障
害
児
教
育
を
よ

く
す
る
会

が
、
教
育
条
件
の
充

実
改
善
を
求
め
る
署
名
活
動
の
ス

タ
ー
ト
集
会
。
12
月
ま
で
に
目
標

３
万
人
。

７
日

日

県
教
委
、
全
国
学
力
テ
ス
ト

低
迷
の
原
因
を
分
析
。

国
が
求

め
る
新
し
い
学
力
へ
の
対
策
が
出

遅
れ
た

と
担
当
者
。

10
日

水

彦
根
西
高
校
美
術
室
か
ら
同

校
前
身
彦
根
高
女
の
生
徒
が
描
い

た
と
み
ら
れ
る
１
９
３
９
~
４
３

年
の
絵
画
作
品
１
０
４
点
が
見
つ

か
っ
た
。

・
県
は
児
童
相
談
所
を
新
た
に
大
津

市
内
に
開
設
。
県
内
３
か
所
目
。

12
日

金

来
春
卒
業
の
高
校
生
の
求
人

倍
率
は
７
月
末
で
０
・
92
倍
と
大

幅
改
善

昨
年
同
期
比
０
・
24
ポ

イ
ン
ト
増

。
求
人
数
は
２
１
７

２
人

38
・
５
％
増

で
対
す
る

求
職
者
数
は
２
３
６
９
人

２
・

６
％
増

。

滋
賀
労
働
局
発
表

17
日

水

近
江
八
幡
署
、
ひ
き
逃
げ
の

疑
い
で
無
免
許
運
転
の
近
江
八
幡

市
内
在
住
男
子
高
校
生
を
逮
捕
。

18
日

木

全
国
学
力
テ
ス
ト
結
果
に
つ

い
て
県
教
委
は
、
学
力
が
向
上
し

た
学
校
の
中
か
ら
５
校
を
選
び
学
校

名
と
主
な
取
り
組
み
内
容
を
公
表
。

21
日

日

憲
法
９
条
に
つ
い
て
考
え
る

平
和
フ
ェ
ス
タi

n

湖
西

高
島

市

26
日

金

小
学
校
統
廃
合
を
審
議
す
る

高
島
市
議
会
は
広
瀬
小
を
除
く
２

校
の
今
年
度
末
廃
止
を
決
定
。
広

瀬
小
は
地
元
か
ら

議
論
不
足
で

拙
速

と
す
る
４
６
９
人
分
の
署

名
が
提
出
さ
れ
１
年
後
に
延
期
。

10
月

３
日

金

県
は
、
近
江
学
園
で
50
代
の

女
性
保
育
士
に
よ
る
児
童
生
徒
３

人
に
対
す
る
虐
待
が
あ
っ
た
と
発

表
。

６
日

月

県
教
委
、
県
議
会
で
全
国

学
力
テ
ス
ト
結
果
を
う
け
策
定
す

る
学
力
向
上
プ
ラ
ン
概
要
、
今
秋

か
ら
４
年
間
か
け
て
授
業
や
学
習

習
慣
を
改
善
す
る
方
向
性
を
示
し

た
。

９
日

木

自
宅
で
小
２
の
長
男
を
鎖
で

つ
な
ぎ
監
禁
し
た
と
し
て
、
長
浜

署
は
市
内
在
住
の
夫
婦
を
逮
捕
。

10
日

金

３
年
前
い
じ
め
が
原
因
で
自

殺
し
た
大
津
市
の
中
２
男
子
生
徒

の
父
親
が
会
見

重
大
な
事
態
が

起
き
た
後
の
学
校
や
教
委
の
対
応

は
旧
態
依
然
の
ま
ま

と
批
判
。

丹
部

今
学
校
で
は

の
水
谷
さ
ん
の

生

き
づ
ら
い
時
代
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に

寄
り
添
う

と
い
う
文
言
に
あ
ら
た
め
て

感
慨
を
覚
え
た
。
ま
さ
に
今
こ
の
言
葉
通

り
の
仕
事
が
私
た
ち
現
場
の
教
師
に
求
め

ら
れ
て
い
る
も
の
だ
と
思
う
。
記
事
に
あ

る
よ
う
に
自
分
や
自
分
の
周
囲
で
経
験
し

た
Ｄ
Ｖ
を
講
演
を
き
っ
か
け
に
関
係
す
る

教
師
に
打
ち
明
け
て
い
る
。
こ
の
高
校
生

た
ち
に
と
っ
て
は
こ
れ
ら
の
こ
と
が
今
生

き
る
中
で
の
最
大
の
生
き
づ
ら
さ
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
つ
ま
り
、
そ
う
し

た
内
容
は
他
人
に
は
知
ら
れ
た
く
な
い
こ

と
で
あ
り
、
触
れ
ら
れ
た
く
な
い
こ
と
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
他
人
と
い
っ
て
も
よ
い

先
生
に
打
ち
明
け
て
い
る
。
こ
の
高
校
生

に
と
っ
て
は
そ
の
先
生
や
先
生
た
ち
が
自

分
の
生
き
づ
ら
さ
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
て

い
る
と
実
感
し
て
い
た
故
の
こ
と
だ
っ
た

に
違
い
な
い
。
子
ど
も
に
寄
り
添
う
の
は

並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
つ
ら
く
、
し

ん
ど
い
。
自
分
の
こ
と
で
は
な
く
、
他
人

子
ど
も

の
こ
と
で
涙
を
流
す
、
毎
日

は
し
ん
ど
い
が
、
時
々
な
ら
耐
え
ら
れ
る
。

さ
あ
、
が
ん
ば
ろ
う
！

Ｙ
・
Ｋ
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今
年
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
南
太
平
洋
の
ビ

キ
ニ
環
礁
で
行
っ
た
水
爆
実
験
に
よ
る
被
災
か

ら
60
年
目
の
節
目
で
す
。
無
数
の
人
々
が

原

水
爆
に
よ
る
被
害
を
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な

ら
な
い

と
、
原
水
爆
禁
止
の
運
動
に
立
ち
上

が
り
、
日
本
の
政
治
を
動
か
す
歴
史
的
な
運
動

を
作
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
以
上

が
た
ち
、
国
際
政
治
の
舞
台
で
は
、
核
兵
器
の

残
虐
性
と
そ
の
甚
大
な
被
害
に
目
を
向
け
、
使

用
の
禁
止
と
廃
絶
を
訴
え
る
声
が
大
き
く
広
が

り
、
今
年
２
月
13
、
14
日
メ
キ
シ
コ
で
、
核
兵

器
の
使
用
が
も
た
ら
す

人
道
上

の
影
響
に

つ
い
て
の
国
際
会
議
が
開
か
れ
、
１
４
６
カ
国

の
政
府
代
表
が
参
加
し
、
核
兵
器
の
禁
止
と
廃

絶
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
日
本
か
ら
被
爆
者
の

代
表
も
参
加
し
て
訴
え
ま
し
た
。
１
２
５
カ
国

の
連
名
で

核
兵
器
の
人
道
上
の
影
響
に
関
す

る
共
同
声
明

も
昨
年
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
12
月
に
は
同
様
の
会
議
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア

で
開
か
れ
ま
す
。

一
方
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
求
め
る

と
、
チ
ェ
コ
の
首
都
プ
ラ
ハ
で
オ
バ
マ
米
大
統

領
が
そ
う
宣
言
し
て
、
今
年
の
４
月
で
５
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
米
国
と
ロ
シ
ア
の

間
で
は
核
軍
縮
が
一
定
の
成
果
を
あ
げ
、
約
五

千
発
の
核
弾
頭
が
削
減
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し

そ
の
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ク
リ
ミ
ア
問
題
な
ど

が
起
こ
り
、
高
ま
っ
た
米
露
間
の
緊
張
は
、
緩

和
の
見
通
し
が
た
た
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
核

軍
縮
を
巡
る
情
勢
は
今

岐
路
に
あ
る

と
も

い
え
ま
す
。
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
核
な
き
世

界
の
実
現
を
オ
バ
マ
大
統
領
ま
か
せ
に
し
て
は

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
ま
多
く
の
非

核
保
有
国
の
政
府
が
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
交

渉
開
始
を
求
め
て
行
動
を
起
こ
し
て
お
り
、
カ

ギ
は
、
こ
れ
を
後
押
し
す
る
市
民
社
会
の
世
論

と
運
動
で
す
。

さ
て
、
こ
の
核
兵
器
の
管
理
し
て
い
る
核
不

拡
散
条
約

略
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｔ

を
再
検
討
す
る

会
議

５
年
に
一
度
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連

で
開
催

が
、
来
年
の
５
月
に
迫
っ
て
来
ま
し

た
。
人
類
と
日
本
人
の
悲
願
で
あ
る

核
兵
器

廃
絶

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
会
議
で

核
兵
器
禁
止
条
約

へ
す
す
む
こ
と
が
で
き

る
か
が
焦
点
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
会
議
に
合

わ
せ
て
、
来
年
４
月
26
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

大
規
模
な
集
会
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
も
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
に
向
け
て

１
．
会
議
を
知
ら
せ
る
意
見
広
告
ポ
ス
タ
ー
を

作
製
し
、
自
治
体
に
掲
示
を
お
願
い
す
る
。

２
．
こ
の
会
議
に
代
表
を
派
遣
す
る
こ
と
。
前

回
２
０
１
０
年
の
会
議
に
は
、
滋
賀
県
か

ら
47
名
が
参
加
し
、
集
め
た
署
名
を
国
連

に
届
け
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
各
国
の
方
々

２
万
人
と
デ
モ
行
進
を
し
ま
し
た
。

３
．

核
兵
器
禁
止
条
約

推
進
署
名
を
県

下
で
14
万
筆
集
め
、
国
連
に
届
け
る
こ

と
。

の
行
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
残

し
て
ゆ
く
た
め
に
、
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

署
名
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ク
行
き
の
声
が
か
か
り
ま
し

た
ら
、
ど
う
ぞ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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療
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長

今
村
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